
項　目

利用者状況 ｹｱﾎｰﾑ･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ（第1支援課） H26.3.31
・大町ハウス（５名） ・青葉ハウス（５名) ・みずきハウス（３名）

・白老ハウス（４名） ・桜丘ハウス（５名） ・ｼﾝｸﾞﾙﾊﾟﾚｰﾄﾞ（４名)

・すずらんﾊｳｽ（４名) ・ﾊｲﾂ日の出（５名） ・ホームりん（５名)

・東町ハウス（５名) ・あさひハウス（５名）

　内訳：区分1-10名、区分2-19名、区分3-14名、区分4-6名 　（計49名）

　　　（ﾎﾟﾌﾟﾘ籍30名・就労継続B24名,生活介護6名、みらいえ・生活介護6名）

ケアホーム（第2支援課） 　　　（愛泉園籍・就労継続B6名）　（一般就労他9名）

・いころ（７名) ・のんの（７名） ・れら（７名)

・そら（７名) ・とも（７名) 　　　　（愛泉園籍・生活介護14名、みらいえ･生活介護21名)

　内訳：区分3-6名、区分2-17名、区分5-10名、区分6-2名 　（計35名）

　　　　　　　 （総計84名）

短期入所（福祉型）・定員3名

支援体制 ・生活拠点を白老市街地に移しての共同生活介護支援体制、衣・食・住に

　係る日常生活支援の充実、重度・高齢化に応じたサービスの支援を実施

・地域生活支援センター「あぷろ」の地域生活利用者支援の拠点

・各グループホーム等共同生活住居との連絡情報交換等の中核

・平成26年4月開設の新規ケアホームの建設・準備を行った

日常支援 ・基本的生活の支援－小集団による衣・食・住に係る基本的支援の実施

・健康医療支援－日常健康管理、個人症状への対応、定期通院、緊急通院等

　　　　対応、インフルエンザ等感染症予防のための対策及び支援

・環境衛生支援－身辺衛生の点検、必要対象者への強化支援の実施

・金銭管理支援－「あぷろ」による預り金管理支援、本人管理金銭面支援

・巡回時相談支援－定期に実施、必要により強化支援

支援体制 ・利用者への必要・適切な支援の為の体制の見直し

　支援員の増・担当ハウスの見直し、強化を実施

生活状況の対応 ・個々の利用者の生活状況に応じた各種対応

　　経済的援助のを要する利用者への生活保護受給申請

　　訪問看護(外部サービス）の受入れ調整、葬儀相続等の補助

地域支援会議 ・ケアホームチーフ会議、各ホーム会議の実施（月1回）

・日常的な連絡事項については支援センターあぷろ・はぁもにぃにての対応

・地域生活支援センター会議、各ホーム単位会議の実施（隔月）

自治会活動等支援 ・地域利用者自治会「青葉会」の運営、研修・行事等支援

・利用者参加の研修会への計画準備･引率等の支援

・サークル活動の実施（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ年5回、料理教室年2回）

・青葉会事業－総会等4回、青葉会行事5回実施、利用者研修参加1回4名

　　短期入所等 ・短期入所（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）事業の実施

　　　　支援事業 　平成25年度短期入所実績－3名定員（延べ265日、823回）月平均22.1日

・ニーズに対応した共同生活介護・援助体験型入居の支援 　68.9回

・利用相談支援の受付･対応（共同生活住居・短期入所事業・

　　　　　　　　 　　日中活動支援等への相談)

その他 ・有効活迅速な経理･庶務業務の遂行

・各種の研修を実施し、職員の資質及び支援事業の向上に努めた

・災害に備えての防火防災訓練の実施（2回）及び保安意識の共通認識

・関係資料　地域生活生活者の状況、平成25年度地域実施行事一覧

平成25年度 地域生活支援センター「あぷろ」事業報告

主　な　概　要
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